
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本講演会は、動画の配信により行います。 

 

◆主催：高崎市◆ 問い合わせ：障害福祉課相談支援担当 ℡027-321-1358（直通） 

 

 

 

高崎市こころの健康づくり・自殺対策オンライン講演会 

知っておきたい依存症の話 
依存症には、大きく分けて２つの種類があります。ひとつは、アルコール、ニコ

チン、薬物などへの“物質依存”、もうひとつは、ギャンブル、買い物、ゲームな

どへの“プロセス（行動）依存”です。やめたくてもなかなかやめられないという

のが依存症の特徴ですが、人間の脳内ではどのようなことが起こっているのでし

ょうか。 

県内唯一の依存症専門病院「赤城高原ホスピタル」の現役医師から、ギャンブル依

存症をテーマに、病気の特徴、経過、回復のための支援についてお話いただきます。 

対象

申込 

演題 「知っておきたい依存症の話」 

講師  特定医療法人 群馬会 赤城高原ホスピタル 
       医師  菊池 裕子 氏 

裏面もご覧ください 

高崎市在住または在勤の方 

オンライン申請 

QR コード、または下記 URL からお申込みくださ

い。動画のURLをメールにてお送りいたします。 

 

 

 

https://apply.e-tumo.jp/city-takasaki-gunma-

u/offer/offerList_detail?tempSeq=16450 

受付期間

視聴期間 ２０２３年１１月１５日（水）～１２月２７日（水） 

 

２０２３年１１月１５日（水）～１２月２０日（水） 

 



(厚生労働省 ホームページより抜粋) 

 

こころの病気は、だれでもかかる可能性があります。また、その多くは治療をすることで回復し

ます。こころの病気になったとしても、安心して働き、暮らせる社会にするにはどうしたらよい

のでしょうか。そのスタートが、こころの病気について理解を深めていくことです。 

 
 

(ギャンブル依存症問題を考える会 啓発冊子より抜粋) 
やめたくてもやめられない！コントロールができなくなる病的状態です。毎日 24 時間ずっとや

りっぱなしではないですが、生活に問題が出てもやめられないという、自分でも「病気」となか

なか思えない不思議な状態です。自分で気づける人はほとんどいません。やめられる時期がある

から、まさか病気とは思わないのです。 

 
 

 
アルコール・薬物などの精神に作用する物質には、種類によって、気分を高揚させたり、落ち着

かせたり、緊張や不安をやわらげたりするなどの作用があります。そのような感覚を、脳が報酬

（ごほうび）のように認識すると、脳内にそれを求める回路ができあがります。そして、その物

質を取り込む行動が習慣化されると、脳本来の情報伝達がうまくいかなくなり、勝手に暴走する

ようになります。さらに報酬を求める行動がエスカレートし、自分では制御できない状態になっ

てしまうということです。 

ギャンブルやゲームで味わうスリルや興奮、食事抜きで体重が減った時の達成感、リストカッ

トした時に辛い気持ちがやわらぐような感覚･･･体に物質を取りこまないこれらの行動も、脳の中

で報酬を求める回路が働いていることが少しずつ分かってきています。 

 

 

 

 

 

 

高崎市役所本庁 障害福祉課  1 階３番窓口  電話 ０２７－３２１－１３５８（直通） 

倉 渕 支 所  市民福祉課  1 階４番窓口  電話 ０２７－３７８－４５２５（直通） 

群 馬 支 所  市民福祉課  1 階        電話 ０２７－３７３－２３８１（直通） 

新 町 支 所  市民福祉課  1 階５番窓口  電話 ０２７４－４２－１２３８（直通） 

箕 郷 支 所  市民福祉課  1 階５番窓口  電話 ０２７－３７１－９０５５（直通） 

榛 名 支 所  市民福祉課  1 階        電話 ０２７－３７４－５１１２（直通） 

吉 井 支 所  市民福祉課  2 階５番窓口  電話 ０２７－３８７－３１３３（直通） 

こころの病気について 

依存症とは、繰り返しているうちに、 
やらないではいられなくなる病気です。 

依存症は脳の機能不全。脳が変化を起こしていることが 
わかってきました。 
 

障害福祉課では、こころの健康に関する相談を随時お受けしています。ひとりで悩んだり、 

ご家族だけで抱え込まず、お気軽にご相談ください。また、こころの病を抱える方やそのご家族向け

のつどいなど、各種事業も実施しております。 

詳細は高崎市ホームページを御覧ください。 
 


